
拠点形成概要及び採択理由 

機 関 名 大阪大学 

拠点のプログラム名称 生命環境化学グローバル教育研究拠点 

中核となる専攻等名 工学研究科生命先端工学専攻 

事 業 推 進 担 当 者 （拠点リーダー） 福住 俊一  教授         外 27 名 

［拠点形成の目的］ 

 ２１世紀の最重要課題である地球規模の環境及び資源エネルギー問題の根本的解決をはかるため
には、これまで以上にグローバルな視点から国際的な教育研究に取り組む必要がある。日本の先端科
学技術、特に化学関連分野の教育研究水準は極めて高いが、欧米に比べて最も立ち後れているのが教
育研究のグローバル化である。２１世紀は国際化の時代であり、ますます厳しさを増す国際的な科学
技術競争に打ち克つためには国際的連携を密にしたグローバル教育研究を強力に推進することが必
要不可欠である。大阪大学化学系（工学研究科、理学研究科、基礎工学研究科）では２１世紀COEに
おいて、自然の生命の営みと調和した持続可能な社会の実現に向けて、エネルギー環境問題の解決に
つながる自然共生型化学の創成に総力をあげて取り組んできた。資源の乏しい日本の未来を切り拓く
途は、この創成にかかっていると考えたからである。このCOEでは、大学院博士後期課程の学生が国
際的な環境で活躍できるように、学生の海外派遣・受入れ（計50名）、学生主体の国際会議の開催（計
9回）などを積極的に実施した。一方、大阪大学大学院工学研究科では英語特別コースを設け、平成
１４年１０月からこれまでの５年間で延べ３３名の研究留学生と１６名の私費留学生、計４９名を大
学院前期課程に受け入れ、英語による教育・研究指導を行ってきた。博士後期課程にもこれまでの３
年間で１７名の研究留学生と７名の私費留学生、計２４名を受入れている。次のステップとしては、
これまでの取り組みをさらに発展させて、いよいよ地球環境・資源エネルギー問題の根本的解決を本
格的に目指す必要がある。むろん地球環境・資源エネルギー問題の最終解決は容易に達成できるもの
ではない。これは長期間にわたる国家戦略として本格的に取り組むべき課題である。そのためには、
日本の未来を担う次の世代に確実に研究成果を引き継ぐことが肝要である。このような観点から、本
グローバルCOEでは、２１世紀の世界、特に資源の乏しい日本にとって最重要課題である地球環境・
資源エネルギー問題の根本的解決を図る革新的な先端科学技術を創製し、かつその基本理念と成果を
次世代に継承発展させるため、グローバルな視点から物質と生命との関わりを重視した地球環境化学
に関する世界トップレベルの教育研究拠点を形成することを目的とする。 

［拠点形成計画の概要］ 

自然共生化学の創成（21世紀COE）から「地球を救う」生命環境化学への展開 

 21世紀COEにおける自然共生化学の創成を基盤に、いよいよ地球環境
資源エネルギー問題の根本的解決を目指して「地球を救う科学技術」
としての生命環境化学の革新的科学技術開発に本格的に取り組む。以
下に示す基礎から応用まで生物的アプローチも含めて5つの研究グル
ープを設け、「生命環境化学サイバーフォーラム」（ネット会議）を通
じ、互いに緊密に連携して本拠点の教育研究を推進する。 
❶エネルギー環境化学：人工光合成システムによる水からの水素製造
プロセス、水素貯蔵システム、太陽電池などの石油代替エネルギー開
発及び高効率エネルギー変換材料の研究開発を行う。 
❷物質変換環境化学： CO2固定による人造石油の開発、環境調和型物
質変換触媒プロセスの開発など、地球環境・資源エネルギー問題の根
本的解決につながる基盤化学技術を創製する。 
❸分子情報化学：分子の多様な結合様式と相互作用を利用して、分子内・分子間の情報・構造伝達制
御法を開拓し、物質及びエネルギー変換プロセス開発における新しい設計指針を得る。 
❹生命分子化学：生命分子集合体の構造とそのネットワーク機能を解明し、地球環境・資源エネルギ
ー問題の根本的解決に役立つ新しい概念や方法論を体系化する。また、生命維持に貢献する診断薬、
医療材料及び環境負荷軽減型の高効率生体触媒の創製を図る。 
❺環境生物化学：生命のメカニズムを多様なアプローチで解析し、工学的な展開を通して、その成果
を生物産業に結実させる。さらに地球環境・資源エネルギー問題の根本的解決に貢献できる新しいフ
ロンティア産業バイオを創成する。 
 本グローバルCOEでは、生命環境化学について幅広い視野から国際的な場で存分に活躍できる人材育
成を行う。そのため先端化学分野で顕著な業績をあげている外国人教授を招聘（外国におけるサバテ
イカルを利用）して、各化学専門分野の大学院教育におけるE-ラーニング体制を網羅的に整備する。
日本だけでなく広く海外から物質と生命との関わりを重視した化学分野の博士研究員を積極的に雇
用し、英語特別コースの留学生と共同で教育研究を行なうことができる体制をつくる。海外からの博
士研究員および博士課程学生のリクルートには、大阪大学がこれまでに海外連携拠点として設置し
た、米国サンフランシスコ事務所、オランダグローニンゲン事務所およびタイバンコク事務所（北
京、上海の中国科学院にもCOE事務所を設置予定）を最大限活用し、世界トップレベルの人材を集める。
また、教育研究体制のバイリンガル化および評価体制の国際化を強力に推進する。 
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拠点のプログラム名称 生命環境化学グローバル教育研究拠点 

［採択理由］ 

 「物質と生命のかかわり」という研究の特徴を活かした国際性の高い拠点形成を目指す計画で

あり、大学全体の将来構想の中に明確に位置付けられており、「世界に伸びる」という大学の構

想にも沿った優れた取組である。 

人材育成面においては、目標とする環境・生命を正しく理解し、対策の立てられる国際性のあ

る人材育成は的確であり、そのための英語教育は大変充実している。 

研究活動面においては、トップレベルの化学者、工学者による意欲的な拠点形成を目指してい

て、２１世紀ＣＯＥプログラムを含め、過去の実績も非常に優れているが、理工融合による２８

名の大きな組織であるため、運営体制の工夫が望まれる。 
 

 

 


